
画像コンピューティングの
ワークフローの実装

高度な画像解析機能の
提供

卓越した2D / 3Dの
視覚化を提供

1回の開発で
どこからでもアクセス可能

   

Open Inventor Medical Edition
アプリケーション開発者のための3Dグラフィックスおよ
び画像処理ソフトウェア
Thermo Scientific™ Open Inventor™ Medical Editionは、最先端の3Dグラフィックス、画
像処理、可視化機能を提供するソフトウェア開発ツールキット(SDK)で、医療、歯科、研
究などの幅広い用途にご利用いただけます。C++、.NET、Javaのプログラミング言語に
対応しており、デスクトップおよびクラウド環境のいずれにもアプリケーションを展開可
能。使いやすいAPIと拡張可能なアーキテクチャを備え、最新のビルトインコンポーネン
トを豊富に搭載したOpen Inventorは、シンプルで一貫性のある方法で可視化機能をソ
フトウェアアプリケーションに組み込む高度なプラットフォームを実現します。



ソフトウェア開発を強化するOpen Inventor Medical Edition
Open Inventor Medical Editionは、医用および歯科用コンピュー
ティングのワークフローに2D/3D画像を融合するクロスプラットフ
ォームのソフトウェア開発ツールキット(SDK)で、商用および研究
用途に活用いただけます。汎用のOpen Inventor 3Dツールキットを
ベースにしたこのエディションは、オブジェクト指向なAPIにより高
性能な画像の可視化と処理、解析を実現します。

高度な画像処理と優れたパフォーマンスでソフトウェアの市場投
入時間を短縮するOpen Inventor Medical Editionは、独立系ソフ
トウェアベンダーの方にもハードウェアベンダーの方にも活用いた
だけます。また、Thermo Fisher Scientificの可視化専門チームとの
提携により、社内開発者は特定分野に特化した専門知識に重点を
置くことができます。

新規開発やアップグレードを問わず、今やあらゆるアプリケーショ
ンに有用となった3Dレンダリング。Open Inventorならこの特長を
簡単に追加することが可能です。最新のグラフィックス処理ユニ
ット(GPU)が実現する優れた速度と能力により、Open Inventorは
CPUベースのレンダラーよりも高いパフォーマンスを発揮し、画像
レンダリングとCADデータを含むジオメトリーがシームレスに融合
します。

リモート可視化では、エンドユーザーが装置を変更することなく、
ネットワークやクラウドの任意のロケーションに配置したレンダリ
ングサーバーでアプリケーションや3Dレンダリングを実行できま
す。HTML5対応のウェブブラウザさえあれば、3Dハードウェアやク
ライアントソフトウェアは必要ありません。

業界をリードするアルゴリズムの搭載により、画像補正、セグメン
テーション、解析、定量化が可能で、エンドユーザーはこの特長を
生かしてこれまでになく高速かつスマートに作業を行なうことがで
きます。分割されたオブジェクトはジオメトリーに変換され、シミ
ュレーションツールや3D印刷で使用するためにエクスポートでき
ます。

市場投入までの時間を短縮
• オブジェクト指向なAPIとコンポーネント
• C++、.NET、Javaで開発
• 高度なデバッギングツールと開発支援ツール
• 既存アプリケーションと簡単に統合
最先端の3Dを実現
• 高性能で高品質な画像
•  最先端のボリュームレンダリング
• 高度な画像処理と解析
• メッシュやグリッドに対応
3D化に伴う困難な問題にも対応
• クラウド/モバイルによるリモート可視化
• 複数のデータタイプを融合
• 大規模なデータセットの管理
生産性の向上
• プログラミングの例とチュートリアル
• わかりやすく詳細な文書
• オンサイトトレーニング
• 迅速で効率的なサポートホットライン
メンテナンス費用の削減
• 専門家によるコンサルティング
• プロフェッショナルサービス(カスタム開発)
• アクティブなユーザーコミュニティ
• 柔軟なライセンスモデル



Open Inventor Medical Editionについて
Open Inventor Medical Editionは、最先端の機能と性能を備えた
可視化アプリケーションや画像処理アプリケーションを構築する
ために必要なツールを提供します。

画像およびボリュームデータ
Open Inventorは、DICOMおよびその他の標準フォーマットから画
像やボリューム、スタックを読み込むことができます。データは、ス
ライス、多断面再構成(MPR)、カーブドMPR、スラブMPR、陰影表
面表示(SSD)、ダイレクトボリュームレンダリング(DVR)を使ってレン
ダリングできます。最新のGPUは超並列型のマルチコアプロセッ
サで、コンピュータのCPUからの計算タスクのオフロードを可能に
します。Open Inventorは、GPUを使用して高品質な画像をインタ
ラクティブな速度でレンダリングします。スライスは幾何学的表面
によって任意に調整、湾曲、定義できます。等数値面(SSD)は画像
データから直接レンダリングされるため、しきい値をインタラクテ
ィブに変更できます。ボリュームレンダリングでは、複数の光源や
影付け、材料特性によって物理的に正確なレイキャスティングをリ
アルタイムで実行するためにGPUを使用します。ウィンドウレベル
や色、不透明度などのレンダリングパラメータは即座に変更でき、
同一または異なるモダリティからの複数のボリュームは、同じシー
ンでレンダリング(データフュージョン)できます。

ジオメトリー
Open Inventorは、点、マーカー、線、多角形、NURBSサ
ーフェスを含む3Dジオメトリーに対応していす。Catia、 
Parasolid、SolidEdge、STEPなどのCADデータをインポートできる
ため、移植片や人工装具、医療機器などのジオメトリーと画像デー
タを組み合わせ、手術の計画やシミュレーション、トレーニングと
いった用途に使用できます。

メッシュデータ
Open Inventorは三角形サーフェスメッシュや四面体ボリュームメ
ッシュなどのジオメトリーに対応します。スカラーおよびベクトル
のデータセットは、カラーマッピング、輪郭線表示、ベクトルグリ
フ、ストリームラインを用いてメッシュ上で可視化できるため、外部
のシミュレーションツールを使ってFEA法やCFD法で生成したデー
タでも、画像データと一緒に表示できます。

インタラクション
Open Inventorやマウスやキーボード入力をはじめ、タッチやスワ
イプといったジェスチャーベースの入力にも対応しています。また
3Dインタラクション機能を備えたツールの搭載により、スライスや
クリッププレーンといったシーンのオブジェクトもクリック＆ドラッ
グで直接操作できます。

仮想現実と拡張現実(VR/AR)
Open InventorはOculus RiftやHTC Viveなどのヘッドマウントディ
スプレイ(HMD)にも対応しており、これらの装置を装着した場合で
も、同等の高品質レンダリング機能とインタラクション機能を活用
できます。VRおよびARにより、教育やトレーニング、支援手術の分
野で新たな機会が実現します。

アノテーションおよび測定値
Open Inventorなら、マーカー、線、曲線、矩形、楕円、多角形、テ
キストを使って2Dや3Dのアノテーションを簡単に作成できます。ス
クリーン描画ツール使えばアノテーションや測定値をインタラクテ
ィブに定義可能。2Dおよび3Dの軸、グラフ、チャートにも高度なツ
ールが提供されています。

画像処理
Open Inventorは、2Dおよび3Dの画像データに適用できる画像補
正、セグメンテーション、解析、定量化のツールを各種搭載してい
ます。画像補正には、強度領域や周波数領域(FFT)におけるさまざ
まな鮮鋭化、平滑化、ノイズ除去フィルタが含まれ、セグメンテー
ションツールには、強度(しきい値化、分水嶺)、エッジ、領域ベース
のアルゴリズムがあります。画像解析および定量化では、面積、体
積、オブジェクト数などの統計値を算出。空間領域では、関心領
域、クリッピング平面、クリッピング形状(ボリューム彫刻)、マスク
ボリュームなどの強力なツールを使用したセグメンテーションや仮
想的な再断面化も実行できます。

エクスポート
Open Inventorでは、3Dプリント用のSTL形式にジオメトリーを直
接エクスポートできます。またポスターや出版物に使用する超高分
解能画像をどんなサイズでもレンダリングできるという特長を備え
ています。

リモートレンダリング
Open Inventorでは、こういった画像の可視化、処理、解析機能を
ウェブサービスとしても提供できます。HTML5ブラウザを使用すれ
ば、実際のデータはサーバーに保存したまま、場所やデバイスを問
わず生成された2D/3D視覚化画像にアクセスできます。クライアン
ト側に3Dハードウェアは必要なく、複数のユーザーが同じセッショ
ンに接続し、共同作業することが可能。マルチタッチ入力やジェス
チャー入力にも完全に対応しています。こうした特長は、PACSビュ
ーアを3Dにアップグレードするといった作業を含め、社内およびク
ラウドベース両方のアプリケーションに最適です。



高性能な3D視覚化とソフトウェアアプリケーションの統合
商用/社内いずれのソフトウェアアプリケーション開発者にも、
高度な2D/3D視覚化や画像処理機能の統合に活用いただけるの
がOpen Inventor Medical Editionです。Open Inventor Medical 
Editionは、SYAC、Ewoosoft、Olea、spontech、iGene、Imricor、ベ
ルリン・コンラート＝ツーゼ情報技術センター(ZIB)、ハノーファー
医科大学をはじめ、数多くの機関で採用されています。

Ewoosoft

デジタル歯科レントゲンの研究開発で世界をリードするVatech傘
下の子会社であるEwoosoft社は、歯科診断画像ソフトウェアおよ
びソリューションに特化したリーディンググローバルプロバイダー
です。同社はEz3D-i歯科ソフトウェアの主要な3D視覚化コンポー
ネントとしてOpen Inventorを利用しています。

Ez3D-iは歯科医による迅速かつ正確な患者診断を可能にする
3Dイメージングビューアで、3D仮想シミュレーションや2D画像
解析、MPR各種機能によるCT画像操作などの機能を備えていま
す。Open Inventorを活用して3Dレンダリングやシミュレーション
といった高度な機能を提供するほか、インプラント埋入に使用する
サージカルガイドアプリケーションなど他のソフトウェアとの統合
も簡単。正確な衝突検出や3Dパノラマといった高度な機能をさら
に高めています。「Open Inventorを3Dコアエンジンとして選んで
本当によかったと思っています。その包括的な機能のおかげで、顧
客にどうやって機能を提供するかではなく、具体的にどの機能を提
供するかに重点を置けるようになりました」(Ewoosoft社CTO、Ike 
Kim氏)。.

ewoosoft.com

iGene

iGene社(Infovalleyグループ企業)は、医用画像化モダリティ(大
半はCTスキャナー)からの画像を利用して法医解剖用の3Dデジタ
ル人体を作成するiDASS™ソフトウェアを開発しています。Open 
Inventorの高度なボリュームレンダリング技術を搭載したiDASS
は、病理学者が物理的に操作しなくても人体を詳細に研究でき
る法医学分野初のアプリケーションです。完全な仮想解剖環境に
統合された高品質なインタラクティブ3Dレンダリングにより、デジ
タルで表現された本物の人体を法医学的に検査することができま
す。

digitalautopsy.co.uk

インプラントと根管間の衝突検出。画像提供: Ewoosoft社。

死体の臓器の3Dボリュームレンダリング。画像提供: iGene Sdn. Bhd.社。.

iDASSmart LCD画面を使った指診。画像提供: iGene Sdn. Bhd.社。



Olea Medical

Olea Medical社は、MRおよびCT灌流画像向けの革新的な後処
理ソフトウェアスイート、Olea Sphere®を提供しています。Olea 
Sphere®は、診断プロセスにかかる時間を大幅に削減するととも
に、神経生物学的疾患や乳がん、筋骨格障害といった病状をより
簡単に評価できるマルチベンダー向け後処理ソリューションです。

同社が発売した新しいバージョンのビューアであるOlea VisionTM
には、現在Open Inventorが採用されており、高度な3Dボリュー
ムレンダリングに活用されています。またOpen Inventorは、Olea 
Sphere®の既存機能に拡散テンソル画像(DTI)レンダリングや最大
値投影法(MIP)、最小値投影法(MinIP)、拡張透明度といった広範な
アルゴリズムも追加しています。

Olea Medical社のCTO、Cyril Di Grandi氏は次のように語ります。「
過去にも使用したことがあったので、3Dレンダリングエンジンを変
更する際には迷わずOpen Inventorに決定しました。このレンダリ
ングは当社にとって欠かせないJavaとの統合にも最適です」。また
同氏は次のように続けます。「レンダリング性能が高く、メモリ管
理も高速で効率的。何か問題があったときにはテクニカルサポート
が迅速に対応してくれるのも嬉しいですね」。

olea-medical.com

SYAC

Sistemas y Asesorías de Colombia S.A. (SYAC)社は、コロンビアの
公的・民間医療機関向けソフトウェアアプリケーションの開発を
手掛けるリーディングカンパニーで、医療従事者がPACSに保存さ
れた2Dおよび3D画像を簡潔に評価するための病院情報システムで
ある、Dinámica Gerencial HospitalariaをPACS以外のサプライヤ
ーにも提供しています。SYAC社は、放射線技師から医師へのシー
ムレスなワークフローを実現するために、Open Inventorの2D/3D
リモートレンダリング機能を活用して最適化された同システムのウ
ェブベースバージョンの開発を進めています。

Open Inventorはウェブベースの2D/3D解析ソフトウェアの開発に
おけるあらゆる期待に応えるツールです。

ツールの優れた機能もさることながら、豊富な経験と熱意を持っ
た専門家チームとの良好な提携関係のおかげで、プロジェクト開
発はもとより、期待された成果をすばやく達成することができまし
た」(SYAC社CEO、Ricardo Pinzón Díaz氏)。

syac.net.co

Olea SphereのOpen Inventorでレンダリングした拡散テンソル画像(DTI)。画像提供: 
Olea Medical社。

SYACによるWebベースのHISのプロジェクトワークフロー
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Open Inventor Medical Editionを使用する理由
Open Inventorの高度な可視化機能は、データを3Dボリュームと
して扱い、グラフィックス処理ユニット(GPU)の超並列計算能力を
活用するという手法に基づいています。MPRのように「大量の画
像」を扱う際に多大な時間を要する可能性のある表示法も、GPU
ならリアリタイムで実行できます。

スライスレンダリング
Open Inventorはどんな配向の平面スライスにも対応するうえ、ア
プリケーションが提供するジオメトリーが定義するものであれば、
曲面など、スライスを希望の形状にできます。スライスの厚さを指
定して、MIPなどで2D表示したり、「スラブ」として3D表示すること
もできます。GPUレンダリングでは複数試料の補間も可能で、これ
によって単なる線形補間よりも質の高い画像を取得できます。

サーフェスレンダリング
GPUを活用すれば三角形を抽出することなく画像データから直接
サーフェスレンダリング(SSD)を実行できます。これによりしきい値
をインタラクティブに変更し、等数値面を活用してボリュームデー
タについて詳しく調べることができます。Open Inventorでは、そ
れぞれの色や透明度を維持したまま複数の等数値面を同時にレ
ンダリングすることが可能です(下図参照)。また、実際の三角形を
抽出してこのジオメトリーをエクスポートすることもできます。

複数の等数値面を正確な透明度で表示。

Open Inventorの物理ベースシェーディングを使用した歯の可視化

3D CBCTとCADモデルの同時可視化

カスタム平坦化シェーダーによるパノラマ投影法

ボリュームレンダリング
ボリュームレンダリングは、複数の光源や影付け、材料特性をもつ
物理的に正確なレイキャスティングを用いて実装されます。GPU
で利用可能な膨大な計算コアを用いて多数の光線を並行処理す
れば、非常に高いパフォーマンスを達成することができ、これによ
り、大規模なデータセットでもウィンドウレベルや色、不透明度な
どのレンダリングパラメータをインタラクティブに変更できます。

Open Inventorの最新ボリュームレンダリングには、被写界深度や
アンビエントオクルージョン(大域照明を考慮したシミュレーショ
ン)、実在画像の環境照明、物理ベースシェーディング(物理的性質
に基づくリアリスティックマテリアル)といった「映画のような」エフ
ェクトが含まれます。

このようにボリュームデータの構造をより物理的に正確に表現す
ることで、手術計画やインプラント治療計画、患者とのやり取り、
教育といった分野での画像化作業に多大なメリットがもたらされ
ます。

Open Inventorは、複雑なデータの組み合わせにも対応する、高
度に設定可能なレンダリングパイプラインを実装しています。同一
または異なるモダリティからの複数のボリュームは、同じシーンで
レンダリング(データフュージョン)でき、さまざまな伝達関数を異
なるボリューム領域に適用するにはボリュームマスクを使用できま
す。ボリュームデータおよびジオメトリーは正しい透明度でレンダ
リングできます。

上級開発者であれば、レンダリングパイプラインを活用してGPUで
実行するカスタムの「シェーダー」機能を作成することもできます。
この機能を使用すると、独自の色付けや混合、マスキング、ずれの
アルゴリズムを実装できます。

迅速なアプリケーション開発という顧客の厳しい要求に対応すべ
く設計されたOpen Inventor Medical Editionレンダリングツール
は、使い方を覚えやすく、開発プロセスにすばやく取り入れられる
という特長を備えています。このため開発者は特定分野に特化し
た専門知識に集中し、効果的なソリューションをより迅速に市場
に投入できます。



高度な画像処理と解析
Open Inventorは、医用画像コンピューティングのワークフローを
実装するために300以上の画像補正、セグメンテーション、解析用
ツールを搭載しています。これらのツールは20年以上にわたって社
内画像処理専門家によって最適化されており、今後も新しく改善さ
れたアルゴリズムが追加される予定です。.

インタラクティブなリモート可視化
リモート可視化環境では、エンドユーザーはネットワークやクラウ
ドの任意のロケーションに配置したサーバーにデータを保存し、ア
プリケーションを実行しながら、どこからでもネットワークにアク
セスして作業を行なうことが可能です。Open Inventorに搭載され
た可視化および画像処理能力は、アプリケーションでウェブサー
ビスとして利用できるうえ、Open Inventorはレンダリングした画像
を表示装置に効率的に送信し、ユーザー操作によるイベントが発
生した場合はアプリケーションに通知します。

HTML5対応のウェブブラウザさえあれば、クライアントソフトウェ
アは必要ありません。複数のユーザーが同じサーバーに接続し、個
々に作業を行なったり、セッションを共有して共同作業することが
できます。従来の入力装置に加え、タッチやジェスチャーによる入
力操作にも対応しています。

リモート可視化では、ネットワーク上にリソースを追加することで
増大するデータを処理したり、より高度な可視化や解析を実行する
ことができます。Open Inventorなら、ウェブベースのアプリケーシ
ョンに3Dを追加したり、デスクトップアプリケーションにウェブベ
ースでアクセスすることができます。

仮想現実と拡張現実
科学や医療の現場では、コンピュータモニター上でのデータの可
視化が一般的に行なわれています。仮想現実(VR)が、仮想世界
に入り込み、3Dデータを探る手段を提供する一方で、拡張現実
(AR)では、データと現実世界を同時に体験します。Open Inventor
は、Oculus RiftやHTC Viveなどのヘッドマウントディスプレイ
(HMD)にも対応しており、優れた可視化機能や画像処理能力をア
プリケーションで利用できます。

VR/ARのユーザーは、デスクトップユーザーやリモート可視化ユー
ザーと同等のクオリティのボリュームレンダリング(およびその他の
可視化)を体験できます。デスクトップやクラウド、VR/ARアプリケ
ーションに同じレンダリングコードを再利用できるという、開発者
にとって便利なメリットも備えています。

Open Inventorはヘッドトラッキング、入力装置トラッキング、VR/
ARインタラクションに対応しているため、開発者は教育、トレーニ
ング、コンピュータ支援手術などの分野で利用するアプリケーショ
ンを作成できます。

画像処理には、鮮鋭化、平滑化、エッジ検出などの補正ツールのほ
か、形態演算子やFFT、距離マップも含まれます。Open Inventorは
適応的しきい値処理や分水嶺、穴埋めなどのツールを使用した手
動および自動セグメンテーションに対応しています。定量化用の画
像解析ツールでは、オブジェクトの数や面積、体積などセグメント
化されたデータに関する統計値を算出。カスタム測定値はアプリ
ケーションによって定義できます。画像処理ツールをまとめて処理
パイプラインを作成し、保存して、新しいデータセットに再び適用
することもできます。

分割されたオブジェクトはジオメトリーに変換され、3D印刷用のSTL形式に直接エク
スポート可能。

Open Inventorベースのアプリケーションによるスムーズなヘッドトラッキング。

フィルタリング セグメンテーション 定量解析
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詳細情報については、下記のリンクをご参照ください。 
thermofisher.com/openinventor

最先端の3Dを実現
Open Inventor Medical Editionは、3D視覚化のパワーと機能性を
オブジェクト指向レベルで提供します。使いやすいAPIと拡張可能
なアーキテクチャを備え、最新のコンポーネントを豊富に搭載した
Open Inventorは、迅速なプロトタイピングと先進の3Dグラフィッ
クスアプリケーションの開発を可能にする高度なプラットフォーム
をソフトウェア開発者に提供します。

Open Inventorは、コアを超える大規模ボリュームデータのインタ
ラクティブな可視化、高度な画像処理や解析、超大型細胞3Dモデ
ルへの対応、インタラクティブなリモート可視化、3Dグラフィック
ス出力に特化した優れた機能も実現します。

堅牢な基盤の構築
Open Inventorは、技術の進展を取り入れながら、ユニークな技術
革新をお客様のソリューションに提供する柔軟性の高いツールで
あることが実証されており、長期にわたり安心して利用いただけま
す。

Open Inventorは、透明性と一貫性を確保した極めてシンプルな方
法で強力な新機能をアプリケーションに実装すべく緻密に設計さ
れているため、お客様の投資を確実に保護し、予期さえしていない
ニーズにも的確に対応します。さらに、高い相互運用性と拡張性を
備えているため、具体的なニーズに合わせてツールキットを最適な
形に自由に変更することができます。

安心のサポート体制と技術革新
3D視覚化分野での30年以上にわたる豊富な経験を活か
し、Thermo Fisher Scientificはお客様の多様な要件に対応しま
す。当社のサポートチームは、上級開発者の制約に特に注意を向
けるとともに、研究開発担当者との密接な連携により開発スケジュ
ールの調整を図ります。

当社のプロフェッショナルサービスチームが、トレーニングやコン
サルティング、カスタム開発を通じて、ソフトウェア/ハードウェア要
件からプロトタイピング、移行サポート、システム実装、共同研究
開発にいたるプロジェクトのライフサイクル全体にわたってお客様
の効率性を高めるお手伝いをいたします。

Open Inventor Medical Editionは、Windows®、macOS®、Linuxに対応してお
り、C++、.NET、Java™言語でご利用いただけます

ソフトウェア開発を強化する 
Open Inventor Medical Edition

画像コンピューティングの
ワークフローの実装

高度な画像解析機能の
提供

卓越した2D / 3Dの
視覚化を提供

1回の開発で
どこからでもアクセス可能


